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表紙絵：縦12m・横9m・高さ5mの広さで、約

370GBqおよび37GBqのCs－137を線

源を有する低線量率放射線長期照射室内

部。フィルタを通した清浄な環境で長期

間マウスが飼育（中央右側の飼育棚）で

き、施設内別室の飼育室とあわせて最大

1800匹程度を飼育可能である。また同時

に細胞も培養できる（中央炭酸インキュ

ベータ）。飼育棚や培養装置を移動する

ことで線量率を変えられる。この施設を

用いて多様な線量・線量率による実験を

おこなっている。




